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(活 動 報 告) K.I.F.A.交 流パーティ(忘年会 )

(特 別 企 理D 海外派遣者座談会

(会 員 紹 介)談 話室・SAL00N

(部会だより)事 業報告 。新年度抱負

(プ ラザ情報 )Why don't you join usP

昨年 12月 11日 、市内在住外国人・留学生など38名 の外国人を交えて約 120名 が交歓 し、親睦をはかりました。梨ワインの

乾杯に始まり、談笑でうちとけ、招待者の紹介と続いたころには和やかな人の輪ができました。

茶席で一息いれ、ヨルダン青年の踊 りに湧き、ゲームに熱中 しました。参加者全員が満足 した楽 しい半日で した。
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第 1回の海外派遣者に感 じた事などを率直に語つていた

だきました。その座談会を取材 して、ほんの一部を要約

してここに紹介 させていただきます。

事前準備で感 じたことなど

○ ジャパンナイ トという交流会に使う遊び道具 を買っ

た際、ホームステイ先へのおみやげを買うのに、相手

の家族構成が分か らないので、何を持っていったらい

いのか分からなくて困った。

○ テーマは「カナグの一il家庭の 日常生活」を選んだ

ものの予備知識を持つ と偏見を持ってしまうと思った

ので余 り用意 しなかったcおみやけはパーティを成功

させるために、けん玉、 トランブ、ちょうちんなどを

持っていった。FF供に

'「

半」がよかった。

○ 団員間で写真つきの名簿をつくって、年齢の幅を越え

てお互いにあだ名で呼び合うことにして、まず団員同士

がうちとける努力をしたことが心に残る事前準備だった。

○ おみやげは伝統的日本製品の浮世絵や 日本人形など

を持参した。しかし、それは日本

の生活から遊離してお り、日本を

理解するどころか、時代錯誤も甚

だしい。今後のおみやげは現代の

日本社会を反映するようなものが

いいと思った。

飯田さん

特に感動 したことなど

○ カナダの町並みが本当にきれいだったこと。芝生 も

きちんとしてお り、電柱はないし、街灯の周 りにはき

れいな花を植えている。何 と市の予算の 3番 目が町並

みの管理だという。所得は日本人が上でも、日本人に

ないゆとりを感 じた。市民が自分の住んでいる町を自

分のものと考えていて、お互いに大事にしようしゃな

いか という意識が強いと思った。

カナダでは別に_L流家庭だから受け入れるというので

はなく、一緒に行った団員の中には川の上のフローティ

ンクバウスで13人 が生活しているという所にステイし

た者や、局やベンツとポルシェ

という家庭もあった。彼らはそ

ういうことを気にしないで気軽

に受け入れに参力日しているのは

すごいなと思った。

○ 西 ドイツに行って、昔からの

家並みの景観を壊さないように

KttI「

人々がみんな気を使っていることに感動。どこの町 も

何百年前のままでいるし、戦災後も以前 とそっくり同

じように復元している。彼らヨーロッパ人は、変わる

べきものと大事に守っていくも

の をきちん と分けていて、千斗学

技術は 日進 月歩で も町並みは き

ちん と守 って きたのだ と思 う。

地方 自治体が町 をつ くるときに

屋根の色 を統一す るなど、どこ

まで関与 す る とカナ タ
ヾ
や ヨー 寺脇 さん

ロッパに近い町並みになるのか と考えてしまった。工

場 も、外から見ただけではそれとわからない くらいだ

し、各戸が花を飾っている。

○  ドイツは主婦がよく働いて、質素だけどとてもきち

んとしていること。お客さんがステイしていても自分

のスケジュールを壊さないこと。古いものを大事にし

ていて、 ひいおばあさんから受け糸眺がれている家具等

がビカピカと磨かれて使われているのに感動。

被派遣者以外からの意見

高橋 さん

○ 外国人は意味不明の 日本的な

ものはあまり喜ばない。 日本の

伝統製品をもらっても使い方が

わからないのでただ飾ってある。

やは り現在の日本を知ってもら

うための交流だから、音にさか

のぼる必要はないと思 う。浮世

絵をさし上げるのなら、その物

の持つ意味をしっか り説明して

あける必要がある。 自分がもら

って嬉 しい物がよく手造 りのも

のでもいいのではないか。お金

をかけるよリアイデアをブラス

するとよいっ大同 さん

事前研修で相手の家族構成なり、tTR味 をチェックで

きるとよいと思 う。例えばフェニックスなど暑いとこ

ろでは、日本の甚兵衛さんなどは喜ばれると思 う。事

前研修で行き先のバ ンクグラウン ド、文化を研究して

いくべ きだと思 うc

O 受け入れ事業を世話している

が、相手がおみやげに困るだろ

うと思って、前 もってこちらの

家族構成 と年齢を知 らせるよう

にしている。鎌 ヶ谷でもホーム

ステイの受け入れをやるように 小林 さん

なったら、気を配っていくべ きだと思 う。

○ ホームステイに慣れ過 ぎると手抜きしがちだから、

何度も同じ場所に行 くのは考えもの。二、三年で1回 転

するとよいと思 う。 (紙面の都合でほんの一部です。)
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穂刈郁子さん、市長を表敬訪間

″

昨年 12月 22日 、青年海外協力隊(昭和63年度第 2次 )の

一員として参加が決まった鎌 ヶ谷市の穂苅郁子さん (中

沢在住)が、皆川市長を表敬訪問しました。

穂苅さんは、スリランカヘ赴任 し、現地で 2年間養護

教育の指導に当た ります。

表敬訪間では、スリランカの生活習慣に始まり、文化、

政情のことから、穂苅さんの生立ち、海外は今回が初め

てであることなど、約30分間にわたり皆川市長 と懇談、

市長の激励を受けました。

また、席上、鎌ヶ谷市とK.I.F.A.か ら餞別が送ら

れました。

穂苅さんは、今年 1月 5日 に日本を出発、今 ごろは日

焼けした顔で忙 しい毎 日を送っていることでしょう。

穂苅さんの健闘を祈 ります。

｀
生活習慣 も、ものの考え方 も全 く違 う人達 と一緒に

働 くことは大変ですが、貴重な体験ですね。身体に

十分気をつけて頑張って下さい。、

は MMMMは
カナダからの手紙

在カナダ 石川 文代

ここに住んでいると
~o日

が国際交流です。

今朝は、おとなりさんをお茶に呼びました。中国

系ベトナム人の主婦でBettyさん。8年前に家族、

す。Bettyさんはベトナムでは2年間だけ週一回の
|■

英語の授業を受けたと言いますが、身ぶり手ぶりに|■
‐

絵などもカロえて十分に会話が出来ますし、お互しヽに

ちゃんと意思が通じ合つているのがわかるのです。

カナダに移住して25年になるイタリア人のEmma

さん。

この方 |ま話好きで私や私の日を「コーヒーが入つ

たからいらつしゃいよ」とよ<電話で呼んで<れる

国 際 協 力 事 業 団

青 年 海 外 協 力 隊
青年海外協力隊事業は、昭和40年 4月 20日 に政府事業

(外務省所管 )と して発足しました。

以来21年間に、協力隊員が派遣'さ れた国の数は38ヶ 国

(ア ジア、アフリカ、中近東、中南米、南太平洋 )、 参加

した協力隊員数は、のべ7,400人 にのぼ ります。

(数字はともに、日召不日62年 7月 31日 現在 )

青年海外協力隊は、国際協力事業の中でも、特に、技

術や技能を生か して開発途上国の国づ くりに貢献しよう

とする青年の活動を支援することによって、その目的を

達成しようとするものです。

協力隊事業は、ボランティア性、公募性、国民的基盤

のうえにたった隊員活動の支援体制 という特性 をもって

います。従ってひとりひとりの隊員の協力活動が主体で

あり、協力隊事務局は、その活動支援の中核的存在とし

て、隊員活動が円滑にいくようにさまざまな努力をして

います。

資  格 満20歳以上、原則として35歳 までの日本国籍

をもつ青年男女

派 遣 日 本人の希望は尊重するが、受入先の職務、生

活環境への適性および持っている技術 と求め

られている技術の幅 。内容等を考慮し、適材

適所の決定を優先します。

派遣期間 2年間
協力隊に関する問い合わせ先

千葉県 社会部青少年婦人課育成班

〒26091千葉市市場町 1-
TEL  0472-23-233
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圧mmaさんには愚痴をこぼせるようになりました。

イタリアのゴツドマザーのような

人だからです。家族を愛し人を愛

し、その胸と同じ位大きな包容力

天:3署諄
‐t竺喜瓢:量峯]写

が(人間|よ知り合つて親し<なり

信じ合えるようになつて、いつし

か顔のつ
、99違い、髪の色の違い、足の長さの違

員貢I讐:[|｀』晨兵傘:EER:書曇9:ξ:ぼ

存在しな<なるということ。

K.|.Fo A.が いつの日か、ただのいろいろな人

種、民族が集まり楽しく談話、情報交換などできる

より有意義な団体となり、「誰れが一体国際交流な

どという大げさな名前をつけたんだろう?」 などと

疑間を持つように一―それは取りも直さず鎌ケ谷に

本当の国際イヒが成つたということ一一がんばりまし

1

2

鋏
跛
繹
跛
夢
ン
濶楽しい人。                   よう /

5「 MP「 MMMMFM躙



談話室 OSALOON
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日本大学理工学部助教授

工学博士

鎌ヶ谷在住

新宮 清志

今まで
`こ

私が訪問した国は、ソ連・スペインを始め と

するヨーロッパ諸国・アメリカ (本土及びハワイ)・ カ

ナタ
｀
の約10ヵ 国。滞在総 日数約 1年半 と海外での経験は

決して長いとは言えない。

その中で一番長 く生活したのはアメリカの13ヵ 月であ

る。この時の生活体験は最 も印象深 く、その後の考え方

にも少なからず影響を及ぼしてきた。

私 と家族が共に過 したペンシルバニア州 ピッツバーグ

を中心に、感 じた事等を述べてみたい。

我々がピッツバーグに移 り住んだのは昭和60年 7月 の

ことである。私がカーネギー・メロン大学 (CMU)の
客員研究員としてピッツバーグに滞在することになった

からである。

私達は、大学から車で

10分足らずの所にアパー

トを借 りた。長男は歩い

て 3分程の所にある公立

小学校 1年生、次男は同

じ敷地内にある幼稚園に

通 うことになった。

アメリカに行 く前に、

私は何度か国際会議において、英語で論文発表 し、質疑

応答をしてきたし、英語の個人レッスンも受けてきたの

で言葉に対 して多少の自信はあった。 しかし、アバー ト

が決まってから、子供の学校の件で訪ねた教育委員会や

保健所、更に電気 t水道・電話等の諸手続き、医者や歯

医者での診察等にあたって辞書を片手に悪戦苦闘の連続

であった。

当地での日々の生活は私に強烈な衝撃を与え続けた。

ピッツバーグの人達の話す英語の早さについて行けず、

私にはまるで機関銃を撃つように感 じられた。

精神力には自信のあった私 も、軽いノイローゼにかか

り悪夢にうなされることがしばしばあった。

これは後で分 った事であるが、 CMUの 大学院生でケ

ンタッキーの田合か ら来ている女子学生が言 うには、「ピ

ーーーーー～一―～―――‐～―――～――――――――――‐‐…………‐――――― K. !.F.

ッツバーグに来た当初は地元の人達が非常に早 く喋るの

で、同じアメリカ人にもかかわらず何度も何度 も聞き返

した」 とのことであったっ

また、アメリカ人と結婚 し当地に20年以上生活してい

る人でも、英語の微妙なところが分らなくて苦労するこ

とがある、と幾人からも聞いた。

これらのことや、またアメリカ生活そのものへの適応

から次第に当地での生活を楽しめるようになってきた。

この様な状態にまでなるのに約 3ヵ 月もの月日が経過

■■  していた。

蒻  多少′とヽιこゆとりのできた

ビッツパーグの我が家

私達は、はじめて、車での

小旅行をした。行 き先はか

の有名な建築家フランク・

ロイ ド・ライ トの設計 した

「落水荘」である。これは

ビッツバーグから車でわず

か 3時間程度の閑静な山の

中に、自然に融和 して件ん

でお り深い感動 を覚えた。

この小旅行に味をしめ、

その後ワシントンD.C、 サイアガラの滝、 トロン ト、オ

タワ、モン トリオールなど、卓の トランクに炊飯器や米、

海苔などを詰め込んでアメリカやカナダの旅を楽 しんだ。

アメリカでの目的は、(1)専 門分野の研究 (2)英 語力の

向上 ③異文化の理解 (4)友 人を作ること、にあったが

(2)～ (4)の ために積極的に我が家に於いてパーティを催し

た。多くはスキヤキ等の和食を用意し、アメリカ人、中

国人、フランス人、イタリア人等々をたびたび招待 し、

家族全員で上記目的のために努力を続けた。

また、PTA等 の会合があれば積極的に参力日し、余暇

には勉めてテレビやラジオを通 し英語にメ、れる機会を持

った。

アメリカはご承知のよ

多民族から成っている

が、自人、黒人、黄色

人種を問わず多くの友

人を持つことができたc

6ヵ 月もすると子供

たちは小学校や幼稚園

にもすっか り慣れ、ア

メリカの子供達 と英語

うに人種のlli蝸 と言われるように

自宅でのパーティー
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ア キ ヤ マ 技 研 工 業 帥

船    三    恵

欄 日 興 製 作 所

昭 和 工 業 榊

城 山 建 設 備

mエ ー ス エ 業

0海 野 ゴ ム エ 業

ペ ン ト ッ プ エ 業 帥

m 岡  田 産  業

鎌 ヶ 谷 造 園 土 木 齢

闇 ア ヅ マ 金 型 工 業 所

川 上  建  設  帥

徳  永  鉄  工  帥

永 井 建 設 船

悧  中  村  塗  装

制耕告国脚樺御
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で口喧嘩ができるまでに 成長 した。

私の先生(PrOf.Gurtin)に 言わせれば 「完全なPitts‐

burgh Englishを 話している」 とのことであった。

この頃になると子供から私の英語の発音の修正を求め

られることが しばしばあった。しかし、私は相変らずの

」apanese Englishであった。

「10オ くらいまでに外国語を身につけないと、なかな

か完全なる外国語を話すことは難か しい」 とはある言語

学者の弁である。

日本に居ると外国語にふれる時間が極めて短かいc一

日に 1時間でも2時間でも、少しでも多く外国語を話 し、

聞き、書き、そして読んでいくことが肝要なことである。

そして最 も大切なことは、口さきの言葉の問題ではな

く、真′亡ヽを持って接することである。このことが真の友

人を作ることになり、ひいては国や人種を越えた相互理

解につながる、という事 を肌で感 じた次第である。

5

の正 しい第一歩だろ う。なぜ

ならば、言葉が通 じな くては

コミュニケー シ ョンは図れな

いか らだ。では、言葉 を話せ

れば真の国際人になれるのだ

ろうか。

年々日本を訪ねる外国人

は増えている。その多くの人

々は日本のすばらしい伝統を

見聞に来ている。ある外国人夫妻 と東京見物をしたとき、

彼らは銀座よりも築地、新宿よりも両国の下町を好んだ。

「古い建物や狭い通 りの一つ一つに下町の人々の温もり

や人間らしさが感 じられる」 と言う。私は、人間味の大

切 さをつ くづ く思い知 らされ、言葉で語 られな くとも滲

み出る温かさがその社会に漂っているのだと思った。そ

のような温もりや親切は、相手がどこの国の人であって

も変わってはならないものだと思 う。外国人だから分か

らないだろうとか、英語ができないから避けて通ろうな

どという考えは持ってはならないことだと思 う。

私は、前述の友人を助けてくれた女性こそ真の国際人

であると思 う。しかし、人間として当たり前のことをし

たのであって、本当は「国際人」などという言葉を使 う

こと自体がおかしいのか もしれない。既に人間同士お互

いに助け合って生きている人々にとっては、改めて国際

化などということについて考える必要などないと思える。

今 まで経済発展に重きを置いた日本だが、今後は 日本

人の持つ伝統・文化にスボットをあてた諸外国との交流

をもっとして欲しいし、それぞれの民族の持つ独特の伝

統・文化を更に知 り合 うことが必要だと思 う。ただの文

化の輸入にな り過ぎて、主体性を失わないようにするこ

とも大切だと思 う。

今後、日本を訪れる外EI人 に「日本はヒュニマンな国

だ」 と言われるような努力を一人一人が心推卜けるときだ

と思 っている。
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・ =一
一

外資系企業勤務

富岡在住

上原  恵

この間、日本在住米国人の一人と話 していたら、料理

をしていて手にけがをして大変だったという。そのとき

に、日本語が全 くわからないラーメン屋の女性が彼を病

院まで連れて行って くれたということである。しか もそ

の 日は 日曜日であり、日本語のわからない外国人を連れ

て、さぞかしその女1生 は四苦八苦 したことと思 う。

このような出来事はどこにでもありそうだが、私にと

っては大変印象深かった。近年、巻では「国際化」 とか

「国際人」 といった言葉が流行っているようだ。戦後、

日本はあわただしく復興 を遂げ、いっときの何 もない状

況から経済大国といわれるまでに発展 した。経済的な面

では、日本はGNP世 界第 1位のアメリカを脅かすほど

になった。それなのに、なぜ現在が「国際化」なのだろう

か。

人々は英語や他の言語を学ぶ。それは国際化するため

(11⊃

田

朧 樫 葉 ビ ジ ネ ス

NTT鎌 ヶ谷電報電話局

私  市  醸  造  籐

貴 ‐  光    0
ω フア ドシロップ吉野

御 百 年 社

松 沢 よ ろ .い 店 lkl

医療法人梨香会 秋元病院

学 校 法 人 石 神 学 園

鎌 ヶ谷 ひか り幼 稚 園

船橋信用金庫鎌 ヶ谷支店

機 京葉 銀行鎌 ヶ谷支店

帥千葉興業銀行鎌ヶ谷支店

欄第一勧業銀行鎌ヶ谷支店

騰 千葉銀行鎌 ヶ谷支店

』鰤は中は中

』̈
炒脚̈
脚

帥
鵬
順
婦
順
婦

lllllll日

ll



部会ズーム・アップ

派遣部会長

荒井 茂行

派遣部会が、本格的な活動を開始できたのは、 8月 に

なってからでした。この時は既に協会 としては派遣事業

が進められていましたので、これを受け継 ぐ形でのスタ

ー トとなりました。全てが初めてのことでしたので、様

々な苦労、不安があ りましたが、帰国座談会、報告書の

作制等の活動 を何 とか展開してまいりました。

さて、諸外国に出向き、実際に見聞することは、広い

視野 と豊かな国際感覚を身につけることはもちろん、正

しく日本を理解する上でも重要なことでもあ り、真の国

際交流の精神を養 うことになります。このことを念頭に

置き、加えて昨年度の反省を踏まえ、次年度の派遣に関

する一連の事業 (募集、選考、研修、出発、帰国後の事

後活動など)は より充実した活動を目指すべ く、他の二部

会 との有機的な関係を保ちつつ、更に、部会員のチーム

ワー クを結集 して新たな布石 となるよう努力してゆきた

いと思います。

皆様のご協力をお願いします。

××××××××××××××××※

広報部会長

加藤 記久枝

2月 12日 、食生態学研究者であり探検家、作家、大学

講師などと幅広 く活躍される西丸震哉先生をお招きして

「思考 と習慣の地域差」 と題する講演会を催 しました。

飾 らないお人柄の語 り口で、内容の豊富さやおもしろ

さに 2時間があっという間に過 ざました。中 トロの百倍

は美味しいという虫の話、ゴキブ リの天ぷら……驚いた

り気持ち悪かったり。先生が様々な場所で出会った多く

の人達 との交流の話は、まさに国際交流の原点は言葉に

あるのではなく、誠実な心そのものにある、ということ

を教えて くれました。

次年度にも

(1)年二回程度 講演会を開催

(2)7月 、11月 、 3月 に会報 (K.I.F.A Plaza)発 行

の予定です。

×××××××※×××××××××

交流部会長

藤谷 淳子

昨年12月 に交流部会が催した在住外国人との交流パー

ティ(忘年会)は沢山の方が参加されました。

会員の友人である外国人ゲス トは、国籍も10ヶ 国に及

びました。宗教の違いから食事にも配慮が必要で、国際

交流ならでは、の1画 みもありました。中学生から大人ま

で幅広い年令層が揃い、各々おしゃべ りに花が咲き、会

場は熱気に溢れました。

また、10月 、法人会員である秋元病院に、シンがポー

ルの政府関係者が視察にこられた折にも、短かい時間で

したが Tea‐ Partyを しました。

いずれの交流会 も会員の方々の積極性に感′し、しました。

参加された外国の方からも次国を楽しみにされるほど

で、次年度も楽 しい交流会を催すつ もりです。

年度内にホームステイ制度を検討 し終え、次年度には

ホームステイ受入れ希望者の要望に応えたいと思います。

又、世界の料理講習会を手がけることにしました。

会員の皆様の新 しい交流の場にしたいと思います。

研修部会長

岡本 靖子

春が巡 りKIFA.も 誕生一年 目を迎えようとしていま

す。研修部 も当初の計画に沿い、約10名 の部員で、語学

講座の実施、ボランティア通訳制度の要綱作りにと、毎

月一回の部会の中で議論沸騰、ようや く理事会で承認 し

て頂きました。部員一同ホッとしているところです。

前回 5講座 (英語 3、 中国語 2)で したが、語学講座 も

1月 14日 からスター トした後期は 3講座増え(英語 5、 中

国語 3)8講 座 とな りました。(別表 )各講座に部会員が

たずさわり、受講者の皆さんのお手伝いをして居 ります。

次年度の活動 としては、

(1)ボ ランティア通訳登録者名簿の作成と実施

(2)研修部主催講演会の開催

(3)語学講座の継続 等を考えてお ります。

又、部会の中で、将来は常設のアダル ト・スクールを

作れたら………、

とか、気軽に外国

語を話せ るサロン

風な場所があった

ら………・とか、夢

は広がってお りま

す。皆さんはどん

な事をKIFAに
期待 していらっし

ゃるんでしょうか

? 研修部では皆

さんの素適なアイ

ディアをお待ちし

てお ります。

講 座 名 会 場 確 日 時間

′ョン ウイリアムス 視 聴 覚 セ ン タ

午前10時 ヽ

午前ll時 30分

演  習  室

英語会話 平野 ジャネ ツト 火曜 日

午後 7時 ヽ

午後 8時 30分

(夜 ,

‖ボ  続

英語会話

(昼 ,

新   規

講 師

水曜 日

午前10時 ヽ

午前11時 30,

英語会話

(夜 ,

規

平野 ジ ャネ

講師

北 部 公 民 館

学  習  室 午後 6時 30分

―午後 8時

英 語 会 話 ジョン ウイリアムス 日:窪 曰

査 , 午前10時 ―

午前11時 30'学   十

中国語会話 船山 定五郎 中 央 公 民 館

(員 ) 講 師 午後 3時 ～

午後 4時 3つ分継   続

中■l語 _‐ 話

(夜
'

継   続

:番  雪芥

講師

il曜 日

午 後 7時 ～

午 後 8r.31分

中国語会話

(■ ,

新   規

1番  雲芥 東 部 公 民 館 日1在 日

午前 9時 30'
～午前11時

第 一 学 習 室
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語学研修講座を受講して

再発見 した り驚 いた り

鎌ヶ谷在住 赤羽 登美子

昨年 5月 鎌 ヶ谷市国際交流協会の発足を知 り入会、 9

月には語学研修講座が開講され、英会話火曜 日昼の部に

入講しました。

講師がカナダ育ちのジョン・ウィリアムス氏。

今更英語を学んでも流暢に話せる訳でもないのですが

私には目的がありました。

外国人の日常的な習慣、考え方、物の見方、文化などを

直に先生から教わることができるか もしれない、 と思え

たからです。

10回 の講座はあっという間に終え、現在継続のクラス

です。思っていたとお り、再発見をしたり驚いた りして

います。表情豊かにジェスチャーたっぷ りの会話はまだ

ぎこちないけれど、これも国際的に通用するものと開き

直ってやっています。

受講中は全て英語、質問されるとドキ ドキ、頭の中は

パニ ンク、後になって後悔することもしばしばあ ります。

会話がすでに出来る人もいますが、希望 としては受講

生のレベルを揃えていただきたいものです。英会話より

目下、仲間との楽 しいひとときを過ごしています。

千葉県国際交流活動研修会参加報告

「いま、何故国際化なのか ?」

研修部会員 新 宮 敏子

田母神 明子

1月 18日 、県教育委員会主催の研修会が渋谷教育学園幕

張高校にて行なわれた。

「 いま、何故国際化なのか」 と題し、朝 日新聞論説委

員、西村秀俊氏の基調講演があった。

「『国際化』は国と国のレベルでのかかわり合いだけで

なく、全ての日本人が各々主体的に国際交流 というもの

を考えていこう。そして
｀

地球規模で考える心構えが必

要、であり、積極的にとらえていこう」 と提案された。

「文化の発展は、異文化 との接触により高められてい く

異文化を取 り入れる事によって我国の文化は発達 してき

たが、現在は消費文明の只中にあり接触や関わ りがなく

とも生 きていける状態になってきている。しかし人間の

喜びは人と人とのかかわり合いの中にあるはずで、国の

レベルで考えた時、日本はアジアに目を向けてほしい。

西洋文明の物差 しから見ると生活程度・教育など遅れて

いるが、アジアの人々は私たちに無いもの、人と人との

深いかかわ り合いを大切にするソしヽをもっている。

新 しい喜 び を感 じて い ます /
東初富在住  中村 洋子

広報紙で講座の記事を見て、機会があれば、と思って

いたので応募しました。が最終回まで続けられそうか、

初級 というが程度は、学び方進み具合、はてはどのよう

な方々が参加なさるのか、あれこれ′思い続けました。

期待 と不安で教室へ。同席の方が親切で、雰囲気にも

慣れると流暢な先生の言葉 も耳に入りました。

皆さん質問に答えたり先生の言葉に笑ったりしている

のに、私は殆ど理解出来ず緊張の初 日でした。

受講を重ねるにつれ耳も慣れ、友達にも恵まれ、最終

回まで終え、さらに継続のコースに挑戦しています。

語学は私の人生にはもう縁のないものと思っていまし

たが、外国人講師による楽 しい会話を学ぶ機会を得て、

新 しい喜びを感 じています。

日本語訳があれば尚一層学びやすいのに… と思います。

講座に携わる会員の皆様の活曜に接するにつけ、国際

交流 という未知の世界に少しずつ触れる思いです。

国際社会 といわれる今、少しでも幅広い知職 を得て、

これからの人生を楽 しく過ごしたいと思っています。

学ぶ機会が与えられた事、感謝 しています。

アジアのことを知ろうという高校生村家の研修で、.●

湾の貧民街を見た女子高生の体験談である。『|てo貧

;|う

「
ili]iなlilil:lil::i[[[[

みると余程の知 り合いでない限りはIⅢIたみ挨拶
||■●‐|

いうことはない。なんと心が貧しい国なのだろうと思っ

た。私は、これからは、ほほえみかけ挨拶するようになり

たい』 という内容であった。

人が生きていく時、関わり合いを欠 くことは出来ない

そして、子供達こそが次代を担う者であるから、知識偏

重の狭い教育ではなく、国際的に対等につき合っていけ

るものをどれだけ身につけさせ られるか、生 きる力をつ

けてやれるかが、これからの教育問題である可 と述べ ら

れ、感銘をうけた。

同時に国際交流の大切 さと難 しさを痛切に感 じた。

他に鋸南町の国際理解・交流の事例発表、
｀

帰国子女

教育 と国際化、と題するパネルディスカッションに参加

した。

今後、活動をどのようにして多くの方に知ってもらう

か、人材育成や交流事業をどのようにして展開していけ

るかが私達の課題である と思った。
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藤ボランティア通訳者大
研修部では、ボランティア通訳者を募集 しています。

英語、中国語、 ドイツ語、フランス語、etc… …

いずれも日常会話がおできになればOK。 どうぞふ

るってご参加下さい。お待ちしています。

=研修部会=

警1会員のLEL様へお願い

市内在住の外国人に知 り合いのいらっしゃる方、また

はご近所に居住者を見かける方、ご連絡下さい。

KIFAの 活動 をもっと多様で、実生活に根ざしたもの

にするためにも、是非 とも会員の皆様のご協力をいた

だきたいと思います。

二交流部会=

難まだ会員でないあなたに〃
あなたもKI.F.Aの 会員になりませんか ?

Ql:会 員のメリットは ?

会員には、次のような持典があります。

9情報がいち早 く、会員一人一人に届きます。

υ語学研修講座をはじめ、イベン トには

優先的に参加できます。

υ参加費なども会員害1引 が有 ります。

Q2:入 会資格、会費は ?

υ個人 市内に在住または通勤、通学の方

年度会費 一般 :1,000円

学生 : 500円

υ法人・団体 市内に事務所等を有すること

年度会費 一口10,000円 以上

Q3:積 極的に活動 したいのだけれど ?

り交流部会・研修部会・派遣部会・広報部会

以_上 4つの部会のどれかに入って、あなた

の経験、知識、意欲を生かして下 さい。

入会申込の問い合わせ
事務局(市役所企画課内 )

Te1 45 1141内 線300

物 ル タ″ ″ %7 K・IB

募集 / 篠:外国の方と手紙を通して友達に

なりませんか

募集t
語学が不得 手だか らとか手紙の書 き方がわか らない、

といって消極的にな らないで…。

見知 らぬ人 と、国の違 いをこえて親 しみ合い、友 人 と

呼びあえるようになるなんて素晴 しいことだ と思 いま

せんか。

文通 をご希望 の方は、下記の要領で事務局あてにハ カ

キでお中込み下 さい。

文通相手 として適 当 と思われ る方 を、ご紹介 したい と

思います。

尚、紹介で きる人の1回 名.は 以下の とお―りです。|

○ニュージーラン ド

Oオ ース トラリア

○中  国

又、他の国の方を紹介して下書‐る場合 手ヽ務局あてに

ご;皇 糸各
~ド

さい。  |  |‐ | ‐ |  ・ |■ ||

申込み方法  ハ″キに,記入して下さい。 .
○住所 ○氏名 〇年令 ○電話番号

〇職業 ○趣味 o希望する文通相手

(性別、年齢、国名、etc)

事務局  〒27301

鎌 ヶ谷市初富928744 市役所内

鎌 ヶ谷市国際文流協会

相手側 との連絡・調整をするために若千、期 日を要

しますのでご了承下さい。追ってご連絡 します。

フ・ラザの泉 ―Ⅲ… …`・・……   '一 .

0イ ラン

●カナダ

Not enJoyment,and not sorrow, われらの運命の目的も

Is our destined end or way; 方法も喜ひや悲しみに

But to act,that each to― morrow あらすして、今日より

Find us farther than to―day  り月日こそ優オしんとキ色え

HヽV Longfellow  間なく励むことなりt

躙鰈隕鐵編 集 雑 感 馘塚
KIFA.広報部会長 として 1年、 オロオロしながらも

楽しく務めさせていただきましたが、残念ながら千葉市

へ引越すことになりました。 KIFA.の おかげででき

た友人は一生の宝としていきたいと思います。

Plaza 2号の発行が部会長 として最後の仕事 となりま

したが、楽しい紙面にすべ く一生懸命や りました。 ■

ものを作る時には苦労がつきものですが、そのぶん喜

びもあるものだと実感しました。    ■■ .‐

広報部会員が増え、紙画が更に充実して、皆様に親し

まれるKI.F.A Plazaに なるように。(加藤記久枝 )

創刊号を手にした喜び、解放感を味わったのは夢だ

ったのか しら。

喜びは束の間、原稿整理や諸々のことに時間をとられな

がら思 うことは、未だに新 しいお顔を見ることのない部

会員の不足。

最 も落胆すべ きは、部会長の引越し。新居に移る彼女は

いいよ ′残された者は、それに K IF A Plazaは どうな

ると思 う ?憤 まんやるかたなし―一なんて言わないし、健

気 とまではいかないにしても頑張ることにしましょう。

広1報紙‐として今後のK.I.FAの活動を皆様にお伝えしな

から、会員相互の情報交換の場にしたいと思っています。

会員皆様の積極的な参加をお待ちしています。(Y神戸)


